
CONTENTS

2011うえだ広報

表紙の説明は８ページ

1.1
No.115

Public Relations

 ２ 風格と魅力あふれるまちを目指して
 ４ 功労者表彰　ほか
 ６ 情報ぴっくあっぷ
 ８ 情報あ・ら・かると
 11 キラリ☆輝くこどもたち！
 13 上田の百選
 15 情熱地域
 16 四ツ葉スケッチ
 18 中学生が想い描く上田
 20 読者通信



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支

援
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
23
年
の
新
春
を
迎

え
、
ま
ず
は
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
昨
年
春
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

市
の
更
な
る
発
展
を
願
う
多
く
の
皆
様
か
ら
の
力

強
い
ご
支
援
と
ご
支
持
を
賜
り
、
引
き
続
き
新
市

二
期
目
の
市
長
と
し
て
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
任

の
重
大
さ
を
痛
感
し
つ
つ
も
、
16
万
市
民
の
負
託

に
応こ
た

え
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
上
田
市
の
実
現
に
向
け

全
身
全
霊
を
注
ぎ
邁ま
い

進し
ん

し
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

去
る
６
月
１
日
に
、旧
第
一
中
学
校
跡
地
に「
ひ

と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
」が
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
多
く
の
皆
様

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
意
識
が
高
ま
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ
め
各
種
健
康
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
等
が
随
所
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
制
度
改
革
に
お
い
て
も

予
防
に
重
点
が
置
か
れ
、
個
人
の
健
康
状
態
に
応

じ
た
新
た
な
視
点
か
ら
の
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
市
と
し

て
も
新
た
な
健
康
づ
く
り
事
業
を
、
こ
の
施
設
を

拠
点
に
全
市
に
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
施
設
は
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
の
役

割
も
担
っ
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
市
内
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」、「
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
」お
よ
び

「
教
育
相
談
所
」を
施
設
内
に
併
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
に
関
す
る
心
配
ご
と
は
、
こ
こ
に
き

て
相
談
す
る
と
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
よ
う
、

窓
口
を
集
約
し
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
の
施
設
を
市
民
の

皆
様
に
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、「
人
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
」、
ま
た「
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
」の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
、
経
済
・
雇
用
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、

有
効
求
人
倍
率
な
ど
雇
用
統
計
の
数
値
は
、
昨
年

度
に
比
べ
改
善
は
し
て
い
る
も
の
の
円
高
の
進
行

な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
や

県
と
呼
応
し
た
数
次
に
わ
た
る
経
済
対
策
や
緊
急

雇
用
創
出
事
業
等
に
切
れ
目
な
く
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
雇

用
対
策
や
経
済
対
策
な
ど
、
市
民
生
活
に
身
近
な

問
題
を
市
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、

風
格
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を

目
指
し
て

�



地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
確
保
に
向
け
た
取

組
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
行
う

と
と
も
に
、
生
活
者
支
援
の
視
点
か
ら
住
民
負

担
の
軽
減
に
も
配
慮
し
た
各
種
施
策
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

重
要
課
題
へ
の
取
組

　

上
田
地
域
に
お
け
る
周
産
期
医
療
の
一
翼
を

担
う
、
上
田
市
産
院
の
移
転
新
築
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
市
民
と
共
に
創
る
上
田
市
産
院
」を
基

本
方
針
に
、
公
募
参
加
型
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
お
聴
き
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

新
た
な
産
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
需
要
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
婦
人
科
外
来
を
充
実
す
る
ほ
か
、

子
育
て
支
援
施
策
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
子
育
て
支
援
施
設「
ゆ
り
か
ご
」も
併
設
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成
23
年
度
末
の

開
設
を
目
標
に
、
事
業
を
着
実
に
進
め
る
と
と

も
に
、
併
せ
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
に
も
努

め
、
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
お
産
が
で
き
る

医
療
体
制
の
整
備
に
向
け
、
真
正
面
か
ら
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

交
流
・
文
化
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

私
の
目
指
す
三
つ
の
将
来
都
市
像
の
一
つ
で
あ

る「
文
化
の
薫
る 

創
造
都
市
」の
実
現
に
向
け
た

取
組
の
中
核
を
な
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と

位
置
づ
け
て
お
り
、
先
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、

何
と
し
て
も
実
現
し
た
い
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

個
性
豊
か
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
、
文
化
の
振
興
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
交
流
・
文
化
施
設
は
、
地
域
の
文
化
活

動
の
芽
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
自
由
で
自
主
的

な
文
化
活
動
を
支
援
し
、
地
域
文
化
の
醸
成
と
向

上
を
図
る
こ
と
で
人
々
に
潤
い
を
与
え
る
拠
点
で

あ
り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
こ
う
し
た
理

想
的
な
環
境
の
中
で
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
っ

て
い
く
こ
と
を
強
く
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
や
芸
術
は
、
人
間
の
感
性
を
磨
き
、

生
き
る
支
え
に
な
る
と
と
も
に
、
地
域
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
高
め
る
な
ど
、
そ
れ
自
体
価
値
が
あ
る

と
同
時
に
、
地
域
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
好
影

響
を
与
え
る
力
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら 

こ
れ
は
１
年
、
２
年
と
い
っ

た
単
位
で
成
果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
化
の
継
承
と
新
た
な
創
造
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世

代
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
も
い
え
、
今
回

の
施
設
整
備
や
運
営
管
理
に
か
け
る
費
用
は
、
地

域
の
明
る
い
未
来
に
向
け
た
、
人
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
必
要
な
投
資
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
先
般「
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
」に
よ
り
基
本
設
計
事
業
者
を
決
定
し
、
基

本
設
計
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
展

開
や
運
営
管
理
面
の
検
討
も
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
施
設
が

50
年
に
一
度
と
も
言
え
る
大
型
事
業
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
市
民

の
皆
様
の
声
を
十
分
に
お
聴
き
し
な
が
ら
、

施
設
整
備
に
向
け
信
念
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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功
労
表
彰（
37
人
・
１
団
体
）

●
自
治
部
門

（
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
）

　

石
井　

征
夫

　

上
村　

忠
徳

　

大
滝　

幸
市

　

久
保
田　

昌
人

　

田
口　

一
朗

　

中
村　

秀
夫

　

増
田　

平
八

　

山
越　

勝
雄

　

米
津　

福
一

●
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門

（
教
育
・
文
化
の
向
上
発
展
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
）

　

草
間　

博
幸

　

關　
　

啓
治

　

水
野　
　

鼎

　

峯
村　

隆
一

　

砂
治　

寿
一

　

相
澤　

義
雄

　

坂
口　
　

浩

　

髙
橋　

邦
夫

　

森
田　

千
晴

　

若
林　

直
之

●
社
会
部
門

（
社
会
福
祉
の
向
上
、
市
民
生
活
の
安
定
向
上

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
）

　

石
森　
　

實

　

伊
東　

邦
夫

　

上
田
バ
ク
の
会

　

小
島　

敏
子

　

櫻
井　

美
佐
子

　

佐
藤　

重
義

　

清
水　

三
喜
夫

　

滝
沢　

ま
つ
え

　

竹
内　

和
夫

　

田
中　
　

武

　

宮
澤　

善
司

●
産
業
部
門

（
産
業
経
済
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
）

　

荒
井　

英
明

　

荻
原　

幸
春

　

北
澤　

甲
子
治

　

中
澤　

三
郎

　

水
野　

正
四

　

山
邉　

正
重

11月19日㈮、平成22年度上田市功労者表彰式を市役所で開催し、
市政の各般にわたりご尽力をいただいた功労者の方々が受賞されました。
受賞者は次のとおりです（敬称略・五十音順）。

平成22年度 上田市功労者表彰式
51人、６団体が受賞

　 秘書課　TEL22・3435
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●
消
防
部
門

（
地
域
防
災
の
充
実
と
市
民
生
活
の
安
全
確
保

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
）

　

滝
澤　

誠
一

　

堀
内　

猛
敏

善
行
表
彰（
６
人
）

（
地
域
の
安
全
安
心
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
、
特
に
功

績
の
あ
っ
た
方
々
）

　

五
十
嵐　

孝
平

　

中
村　

賢
士

　

馬
場　

百
合
子

　

藤
澤　

忠
幸

　

堀
内　
　

勇

　

堀
塲　
　

新

技
能
表
彰（
８
人
）

（
優
れ
た
技
能
を
有
し
、
技
術
の
向
上
、
後
進

の
育
成
に
つ
い
て
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
）

　

青
山　

袈
裟
夫

　

大
川　

博
通

　

小
林　

好
雄

　

酒
井　
　

修

　

佐
野　

啓
子

　

永
井　

康
弘

　

長
坂　

一
明

　

長
谷
川　

尚
賢

ま
ち
づ
く
り
表
彰（
５
団
体
）

（
地
域
づ
く
り
や
、
上
田
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
お
い
て
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
）

　

唐
沢
・
小
原
里
山
活
性
化
協
議
会

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
25
団

　

国
道
１
４
４
号
沿
線
し
な
の
木
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

砥
石
伊
の
会

　

幸
村
街
道
会

平成22年度
優良建設工事表彰
　平成21年度にしゅん工した、上田市発注の請負金額が500
万円以上かつ市内に本社のある業者が施工した工事229件の
中から、工事成績評定点85点以上の工事について、優良建
設工事審査委員会で審査のうえ５件を選定し、その工事を
施工した建設業者並びに現場代理人を表彰しました。
　受賞した５社は次のとおりです（順不同）。
●受賞　㈱宮下組、東信土建㈱、北澤土建㈱、松山電機㈱、
　　　　浅間設備㈱　 工事検査課　TEL22・4100（内線1321）

11月19日㈮、市役所での表彰式

表
彰
式
の
模
様
は
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
行
政

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
し
た
が
、
上
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
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  上田市役所 TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹   丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹
  真田地域自治センター TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹   武石地域自治センター TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹ 

市
長
に
聴
い
て
み
た
い
テ
ー
マ
を
募
集

１月15日から上田情報ライブラリーでも販売

上田市行政チャンネル「ようこそ市長室へ」

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
割
引
券

　平成20年10月１日に開局した「上田市行政チャンネル」は、ケーブ
ルテレビのデジタル放送を活用した“上田市専用チャンネル”です。
　市の取り組みや、頑張っている市民の皆さんの活動を紹介する番
組を制作、放送しています。なお、市政企画番組は、毎週、上田ケー
ブルビジョンと丸子テレビ放送のアナログチャンネルでも視聴する
ことができます。
　昨年12月から、母袋市長が市民の皆さんの「気になる話題」「市の
取り組み」「未来に向けてどうするか」といったことを毎月１回、テー
マごとにお話する番組「ようこそ市長室へ～今の市政課題 分かりや
すくお話します～」がスタートしました。
　上田市版事業仕分け、財政の将来見通し、交流・文化施設等の整
備、地域医療などをテーマにお伝えしていきますが、市長に聴いて
みたいことや番組へのご質問、ご意見をお寄せください。
　 秘書課　TEL23・5149　FAX23・5241
　　　　　　　Eメール：koho＠city.ueda.nagano.jp

　１枚あたり60円お得な「平井寺トンネル有料道路市民割引回
数券（10枚綴

つづ

り）」を、１月15日㈯から上田情報ライブラリー窓
口で土日・祝日に販売します。
　月～金曜日は、従来どおり市役所本庁舎１階の市民課、およ
び各地域自治センター窓口で販売します。

◇上田情報ライブラリーでの販売
販売日  土日・祝日の開館日のみ
販売時間  午前10時～午後５時
　 なお、開館日および購入の注意事項などは、上田市ホーム

ページをご覧いただくか、電話でお問い合わせください。
　 地域交通政策課　　　TEL23・5011
　　上田情報ライブラリー　TEL29・0210　　

昨年11月25日、「ようこそ市長室へ」の
第１回・第２回放送分「上田市の将来
ビジョン」の収録が市役所で行われ、
新聞各社の取材を受けました。

�



今後の予定  第３回は、３月５日㈯に丸子文化会館で、
永山久夫さん（食文化史研究家）を講師に
お迎えする予定です。

歴
史
に
潜
む
新
た
な
発
見

2011シリーズ文化講演会

第１回
「龍馬を超えた信州人・赤松小三郎」
　上田藩出身の赤松小三郎。幕末、龍馬に先駆けて議会
政治を提唱するなど、新たな時代を切り開くために奔走
するも非業の死を遂げた、その生涯と謎に迫ります。
日　時  １月30日㈰
 午後２時～３時45分（１時30分開場）
場　所  上田文化会館ホール
講　師  江

え

宮
みや

隆之氏（作家･「龍馬の影」著者）
定　員  500名
 ※講演会終了後、著書サイン会を行います。
　 文化振興課　TEL23・6361

第２回
「歴史に学ぶまちづくり」
　歴史の中から現代に通じるものの執筆に定評のある講
師が、歴史に学ぶべき観点から、まちづくりにどう生か
せるかを語ります。
日　時  ２月５日㈯
 午後１時30分～３時15分（１時開場）
場　所  真田中央公民館ホール
講　師  童

どう

門
もん

冬
ふゆ

二
じ

氏（小説家）
定　員  400名
　真田地域教育事務所　TEL72・2655

　各界で活躍され、上田の文化振興に向けて知恵と力添えをいただける講師をお迎えし、３
回シリーズの文化講演会を開催します。いずれも参加費無料、申し込み不要です。ぜひご参
加ください。

江宮隆之氏

童門冬二氏

�



情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

家
屋
取
り
壊
し
届
出
書
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
22
年
中
に
家
屋
の
全
部
、
ま
た
は

一
部
を
取
り
壊
し
た
方
は
、
１
月
31
日
㈪

ま
で
に「
家
屋
取
り
壊
し
届
出
書
」を
市
役

所
税
務
課
、
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出

が
な
い
と
、
23
年
度
以
降
も
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
法
務
局
に
家
屋
滅
失
登
記
を
し
た
場

合
は
、
届
出
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

こ
の
手
続
き
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
な

が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
）を
利
用
し
て

届
け
出
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
８
２
４
０

償
却
資
産
の
申
告
は

お
早
め
に

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産

を
所
有
す
る
方
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
償
却
資
産
の
状
況
を
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
申
告
対
象　

市
内
に
所
在
す
る
土
地
お

よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
の
有
形
固
定

資
産（
製
造
、
修
理
、
販
売
、
サ
ー
ビ

ス
業
、
不
動
産
賃
貸
業
な
ど
の
事
業
で

使
用
し
て
い
る
資
産
）。
た
だ
し
、
自

動
車
税
や
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
資
産
は
除
き
ま
す
。

●
申
告
期
限　

１
月
31
日
㈪

　

期
限
間
近
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
１
月
21
日
㈮
ま
で
の
申

告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
８
２
４
０

下
室
賀
三
頭
獅
子
用
具
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
で
新
調

　

下
室
賀
自
治
会
で
は
、
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
所
管
の
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
、

下
室
賀
三み

頭か
し
ら

獅し

子し（
市
指
定
文
化
財
）の
装

束
や
太
鼓
・
天て
ん

狗ぐ

面
な
ど
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
伝
承
に
励
み
、
地
域
の
伝

統
文
化
の
保
存
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
冬
に

多
く
発
生
し
、下
痢
、嘔お
う

吐と

や
発
熱
と
い
っ

た
症
状
が
現
れ
ま
す
。発
生
防
止
の
た
め
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
石
け
ん
で
手
を
よ
く
洗
う（
帰
宅
時
、

ト
イ
レ
後
、
調
理
前
、
食
事
前
な
ど
）。

・
加
熱
調
理
す
る
料
理
は
、
十
分
に
火
を

通
す
。

・
嘔
吐
物
な
ど
を
片
付
け
る
場
合
は
、
使

い
捨
て
手
袋
を
使
い
、
汚
れ
た
場
所
は

塩
素
系
薬
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
ま
な
板
、
包
丁
、
布
巾
な
ど
は
よ
く
洗

い
、熱
湯
や
漂
白
剤
で
殺
菌
し
て
使
う
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

　
　

上
田
保
健
所
食
品
・
生
活
衛
生
課

TEL
25
・
７
１
５
２

１
月
10
日
は

１
１
０
番
の
日
で
す

　

１
１
０
番
は
、
事
件
事
故
の
緊
急
電
話

で
す
。

◇
１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
あ
せ
ら
ず　

あ
わ
て
ず　

正
確
に
！
」

　

①
何
が
あ
っ
た
の
か
、
②
ど
こ
で
あ
っ

た
の
か
、
③
い
つ
あ
っ
た
の
か
、
④
犯

人
は
、
⑤
今
の
状
況
は
、
⑥
あ
な
た
の

住
所
・
氏
名
、
事
件
・
事
故
と
の
関
係

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
緊
急
で
な
い
通
報
の
場
合

　

①
警
察
安
全
相
談「
♯
９
１
１
０
」

　

②
落
と
し
物
、
免
許
証
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
は
上
田
警
察
署
ま
で
。

　

上
田
警
察
署　

TEL
22
・
０
１
１
０

催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

平
成
23
年

上
田
市
消
防
出
初
式

　

上
田
市
消
防
出
初
式
は
県
下
最
大
級
の

規
模
で
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
を
は
じ
め

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
・
女
性
消
防
隊
な
ど
消

防
関
係
者
の
徒
歩
部
隊
と
、
消
防
団
全
分

団
の
車
両
や
消
防
署
の
は
し
ご
車
、
救
助

工
作
車
、
高
規
格
救
急
車
な
ど
の
車
両
部

隊
の
行
進
が
行
わ
れ
ま
す
。
交
通
規
制
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
16
日
㈰
午
前
11
時
30
分
〜

●
内
容
／
会
場　

火
消
し
太
鼓
・
は
し
ご

乗
り
・
ま
と
い
振
初
な
ど
の
伝
統
技
能

披
露
、分
団
長
通
常
点
検
／
東
小
学
校
。

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
宣
言
、

分
団
代
表
車
両
機
械
器
具
点
検
／
海
野

今
月
の
表
紙

　12月9日、依田保育園で恒例の
餅つきとしめ縄作りが行われまし
た。この行事は、毎年依田地域の
高齢者クラブ五月会の皆さんの協
力で開催しているもので、晴天の
空の下、クラスごと順番に餅つき
を行い、庭いっぱいに園児の「ヨ
イショ !!」の大きな掛け声が響き
ました。ついた餅は約20㎏（120人
分）で、おばあさんたちや先生も
総出で小さく丸めて、あんこや、
きなこを付けておいしくいただき
ました。年長クラスは、おじいさ
んたちに指導してもらいながら、
しめ縄作りに挑戦し、お正月を迎
える準備を整えました。

地域とのふれあい餅つき

お
知
ら
せ
／
催
し

�



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

町
。
市
中
行
進
／
大
門
町
↓
海
野
町
商

店
街
↓
市
役
所
前
観
閲
↓
市
民
会
館
。

　

式
典
／
市
民
会
館

　

消
防
総
務
課
・
消
防
団
事
務
局（
上

田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
内
）

　
　

TEL
26
・
０
１
１
９

第
27
回

さ
な
だ
み
ん
な
の
生
活
展

　
「
こ
ど
も
た
ち
と　

の
こ
そ
う　

ふ
る

さ
と　

真
田
の
自
然
」を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
す
。
各
種
団
体
や
真
田
地
域
内
の
小

中
学
校
に
よ
る
、
環
境
・
食
生
活
・
健
康

な
ど
に
つ
い
て
研
究
・
学
習
し
た
内
容
の

パ
ネ
ル
展
示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
展

示
即
売
会
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
も
盛
り
だ
く

さ
ん
。
来
場
者
に
は
、
悪
質
商
法
防
止
啓

発
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
は

景
品
が
あ
り
ま
す（
入
場
無
料
）。

●
日
時　

１
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
30
分

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

　

市
民
生
活
課　

TEL
72
・
０
１
５
４

　
　
　
　
　
　

新
春
蘇
民
将
来
符
展

蘇
民
将
来
符
と
農
民
美
術

　

信
濃
国
分
寺
の
八
日
堂
縁
日
で
頒
布
さ

れ
た
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

符ふ

や
全
国
各
地
の
護ご

符ふ

を

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
室
町
時
代
の
古
文

書「
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

之の

祭さ
い

文も
ん

」や
江
戸
時
代
の
縁

日
の
様
子
が
描
か
れ
た
絵
画「
八
日
堂
縁

日
図
」が
特
別
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
、
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て

「
山
本
鼎か
な
え

を
知
る

－

直
接
感
じ
た
も
の
が

尊
い

－

」を
開
催
し
、
山
本
鼎
の
絵
画
や

農
民
美
術
作
品
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま

す
。

●
日
時　

１
月
４
日
㈫
〜
31
日
㈪
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時（
７
日
㈮
は
午
後

９
時
ま
で
）休
館
日
は
毎
週
水
曜
日
と

１
月
11
日
㈫

●
場
所　

信
濃
国
分
寺
資
料
館
展
示
室

●
入
館
料　

大
人
２
５
０
円（
市
内
の
小

中
学
生
、
高
校
生
は
無
料
）

●
展
示
説
明
会　

１
月
９
日
㈰
・
15
日
㈯

午
前
10
時
と
午
後
２
時
〜（
要
入
館
料
）

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

冬
の
企
画
展

　
「
上
田
に
音
楽
隊
が
で
き
た
！
」と
し

て
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
上
田
で

誕
生
し
た「
上
田
音
楽
隊
」の
写
真
、資
料
、

楽
譜
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　

１
月
15
日
㈯
〜
２
月
27
日
㈰

●
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時（
入
館

５
時
30
分
）

●
休
館
日　

水
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

●
入
館
料　

一
般
３
０
０
円
、
高
大
学
生

２
０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０
円（
市

内
高
校
生
以
下
無
料
）、
団
体
・
障
が

い
者
割
引
あ
り

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

TEL
28
・
７
１
０
０

　
　
　
　
　

真
田
図
書
館

お
は
な
し
広
場

　

民
話
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
真
田
の
民

話
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
15
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

真
田
図
書
館
児
童
図
書
コ
ー

ナ
ー

●
対
象　

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
児
童

●
参
加
費　

無
料

　

真
田
図
書
館　

TEL
72
・
８
０
８
０

サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学

二
宮
教
授
の
講
演
会

　

外
国
籍
市
民
へ
の
支
援
と
多
文
化
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
講
演
会

を
上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会
と
合
同

で
開
催
し
ま
す
。　

●
日
時　

１
月
30
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
演
題　
「
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
現
状
と

第
二
世
代
の
育
成
に
向
け
て
」（
仮
題
）

●
講
師　

二
宮
正
人
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法

学
部
教
授（
上
田
市
出
身
で
５
歳
の
時

に
家
族
と
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
。
ブ
ラ
ジ

ル
を
代
表
す
る
日
系
人
と
し
て
、
日
本

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
相
互
理
解
を
深
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
）。

●
定
員　

先
着
１
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
市
民
課
へ
。

　

市
民
課　

TEL
23
・
５
３
３
４

平
成
22
年
度

上
小
児
童
生
徒
版
画
展

●
日
時　

１
月
21
日
㈮
〜
30
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分（
26
日
㈬
は
休
館
、

最
終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館
１
階
第
２
展
示

室
●
入
場
料　

無
料（
そ
の
他
の
展
示
室
は

有
料
）

　

上
小
美
術
教
育
研
究
会
事
務
局（
塩

田
中
学
校
内
・
幸こ
う

西に
し

）

　
　

TEL
38
・
２
５
０
１

催
し

�



情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

介
護
者
の
会「
な
の
は
な
」

●
日
時　

１
月
25
日
㈫
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

●
内
容　

介
護
教
室「
認
知
症
を
知
る
〜

本
人
と
介
護
者
の
心
の
ケ
ア
〜
」、
介

護
者
同
士
の
交
流
会
、
個
別
相
談（
希

望
者
）

●
講
師　

堀
内
園
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ず
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
看
護
研
究
・
研
修

企
画
開
発
室
長
）、
堀
内
昭
彦
氏（
同
理

事
長
）

●
対
象　

介
護
し
て
い
る
方
、
介
護
に
興

味
の
あ
る
方

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
高
齢

者
介
護
課
ま
た
は
、
各
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
健
康
福
祉
課
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
９
２

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
４
７
０
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
１
１
９

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

男
女
共
同
参
画

絹
糸
紡
績
資
料
館
見
学
会

　

絹
糸
紡
績
資
料
館
に
は
、
懐
か
し
い

品
々
や
思
い
出
の
写
真
な
ど
、
女
性
が
製

糸
工
場
で
活
躍
し
て
い
た
時
代
の
資
料
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
館
長
・
酒
井
昭て
る

水み

さ
ん
に
よ
る
資
料
館
と
展
示
品
の
説
明

と
、
講
座「
絹
糸
紡
績
資
料
館
設
立
か
ら

学
ん
だ
こ
と
」に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
２
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

㈱
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
本
社
内
の
絹

糸
紡
績
資
料
館（
上
丸
子
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
丸
子
市
民
生
活
課

へ
。

　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
０
５
２

人
権
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

１
月
27
日
㈭
午
後
６
時
〜
７
時

30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●
内
容　

講
演「
認
知
症
と
い
う
病
気
に

つ
い
て
・
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え

る
」中
沢
純
一
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
じ
ろ

べ
ー
理
事
長
）

●
対
象　

上
田
市
民

●
参
加
費　

無
料

　

社
会
教
育
課　

TEL
42
・
６
６
８
２

聞
い
て
・
○ま
る

得と
く

・
エ
コ
講
座

　

ご
み
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、
再
利

用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
、
ご
み
の
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
連
続
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
内
容　

①
２
月
４
日
㈮
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

／
上
田
市
の
ご

み
の
現
状
・
生
ご
み
減
量
の
仕
方
、
②

２
月
10
日
㈭
午
後
１
時
10
分
〜
４
時 

／

市
内
ご
み
処
理
施
設
見
学
、
③
２
月
18

日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
／
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ（
材
料
費
実
費
）、
④
２

月
25
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

／
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
座
談
会

●
場
所　

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
エ

コ
・
ハ
ウ
ス
、
中
央
公
民
館
な
ど

●
定
員　

先
着
30
名
程
度

●
申
し
込
み　

１
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
廃
棄
物
対
策
課
へ
。

　

全
日
程
参
加
が
原
則
で
す
が
、
個
々
の

講
座
を
単
独
で
受
講
し
た
い
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

キ
ッ
ズ
運
動
教
室

　

親
子
で
体
を
動
か
し
て
、
低
学
年
に
必

要
な
基
礎
体
力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

１
月
15
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

11
時

●
場
所　

塩
田
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

体
力
つ
く
り
運
動
、
ボ
ー
ル
運

動
、
マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
運
動
な
ど

●
対
象　

小
学
１
・
２
年
生
と
そ
の
保
護

者
●
参
加
費　

親
子
１
組
５
０
０
円（
ク
ラ

ブ
会
員
は
無
料
）

●
持
ち
物　

上
履
き
、
飲
み
物（
運
動
で

き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）。

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞

��



K
I
N

D
E

R
G

A
R

T
E

N

　

I
N

T
R

O
D

U
C

T
I
O

N

キラリ★輝
くこどもた

ち！

●
申
し
込
み　

当
日
会
場
で
。

　

塩
田
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
準
備
委
員
会（
工
藤
）

　
　

TEL
38
・
５
２
８
２

第
４
回

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

何
ら
か
の
原
因
で
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
族
の「
ひ

き
こ
も
り
」に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と

対
応
が
、
本
人
の
回
復
の
一
歩
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
携
わ
っ
て

い
る
方
の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

１
月
24
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

（
１
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
演「
こ
こ
ろ
の
声
に
寄
り

添
っ
て
」塚つ

か

越こ
し

洋よ
う

子こ

氏（
子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
う
え
だ
）、
交
流
・
情
報
交
換
な
ど

●
対
象　

上
田
市
民

●
申
し
込
み　

１
月
21
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

温かな地域のなかで
大きく育つ子どもたち

浦里保育園

　浦里保育園は川西地域にあり、平成11
年に旧浦里保育園と白銀保育園を統合し
て、国道143号沿いの現在地に新築移転し
ました。楕

だ

円形のホールが特徴的な明るい
園舎には、75名の子どもたちが元気に通
園しています。
　この地域には昔、京の都から奥州へ達し
ていた東山道の宿場として栄えたと言われ
る浦野宿があり、歴史が感じられます。お
寺や神社なども多く、子どもたちの大好き
な散歩の場所がたくさんあります。特に地
域の方が整備をしたビオトープ（生物生息
空間）や里山は自然の宝庫で、園児たちの
お気に入りの場所です。そこでは、四季折々
の草花やメダカ、バッタなどの小さな生き
物と触れ合いながら遊ぶことができます。

秋の遠足では、海を渡って旅をする「アサ
ギマダラ」という珍しいチョウも見ること
ができました。散歩に行くことで、子ども
たちの体は丈夫にたくましくなり、自然の
中での直接体験は心を豊かに育みます。
　毎週１回の親子絵本貸し出し日では、「今
日はどんな絵本を借りようかな」とお家の
方と一緒に絵本を選びます。浦里小学校
PTA読み聞かせ隊「のはらっこ」の方には
絵本の読み聞かせを、また、塩田の民話研
究所の方には、地域にたくさん残る民話の
語りをしていただいています。民話にも出
てくる、振ると音がカラカラ聞こえる不思
議な「焼き餅石」も見せていただきました。

絵本や民話に触れる
機会を多く持つこと
で、想像力を膨らま
せ、お話への興味を
広げています。
　地域の皆さんから
も温かく見守られ
ながら、子どもたち
は心も体も、大きく
育っています。

「なにか、いるかな」岡ビオトープにて

「今日のお話、なんだろう」
読み聞かせを楽しむ子ど
もたち

＜広告欄＞
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情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

第
55
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

１
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
講
演　

小
児
の
発
熱
・
嘔お
う

吐と

・
咳せ
き

・
け

い
れ
ん
等
に
つ
い
て

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

う
つ
病
家
族
教
室

　

う
つ
病
の
回
復
に
は
、
家
族
の
理
解
が

大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。
う
つ
病
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
や
接
し
方
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か（
参
加
費
無
料
）。

●
日
時
／
内
容　

①
１
月
19
日
㈬
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
／
講
演「
う
つ

病
の
理
解
と
対
応
」吉
田
朋と
も

孝た
か

氏（
滝
澤

病
院
院
長
）、「
う
つ
病
の
回
復
に
役
立

つ
社
会
資
源
」青
木
治は
る

樹き

氏（
滝
澤
病
院

精
神
保
健
福
祉
士
）、
個
別
相
談（
申
込

時
に
要
予
約
）、
②
２
月
16
日
㈬
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
／
「
う
つ
病
の

認
知
的
特
徴
と
家
族
の
接
し
方
」大
沼

泰や
す

枝え

氏（
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
臨
床
心
理
士
）、
交
流
会
・
情
報

交
換
な
ど
。

●
場
所　

上
田
合
同
庁
舎
６
０
１
・
６
０

　

２
会
議
室

●
対
象　

う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
方
の
家

　

族

●
申
し
込
み　

１
月
13
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

第
10
回
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
日
時　

１
月
22
日
〜
３
月
５
日
の
毎
週

土
曜
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
初
回
に
徴
収
）、

別
途
入
館
料
が
毎
回
一
般
６
０
０
円
、

60
歳
以
上
４
０
０
円
必
要
。

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
上
田

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局（
上
田
ス

タ
ー
商
会
内
TEL
35
・
０
２
４
６
）へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

山
本
鼎
記
念
館

運
営
審
議
会
の
委
員
募
集

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

１
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

山
本
鼎か
な
え

記
念
館
の
運

営
に
関
し
て
、
調
査
審
議
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
山
本
鼎

記
念
館
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）に「
山
本
鼎
へ
の
思
い
と

記
念
館
」と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０

字
以
内
・
書
式
自
由
）を
添
え
て
、
山

本
鼎
記
念
館
に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面

接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

１
月
14
日
㈮

　

山
本
鼎
記
念
館

　
　

TEL
22
・
２
６
９
３

上
田
市
博
物
館
協
議
会
の

委
員
募
集

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

１
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

市
立
博
物
館
の
運
営

に
関
し
て
、
調
査
審
議
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
市
立
博

物
館
、
信
濃
国
分
寺
資
料
館
、
丸
子
郷

土
博
物
館
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）に「
私
と
博
物
館
」と

題
し
た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・

書
式
自
由
）を
添
え
て
、
い
ず
れ
か
の

館
に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

１
月
14
日
㈮

　

上
田
市
立
博
物
館

　
　

TEL
22
・
１
２
７
４

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞
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上田の百選

　

岩
鼻
は
、
半
過
と
下
塩
尻
の

両
岸
に
千
曲
川
を
挟
ん
で
立
つ

大
岩
壁
の
こ
と
で
す
。
大
正
10

年
に
半
過
地
区
の
岩
を
掘
り
抜

い
た
手
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル（
現

在
は
通
行
不
可
）内
か
ら
、
下

塩
尻
方
面
を
背
景
に
下
流
へ
流

れ
広
が
る
千
曲
川
と
渡
舟
を
撮

影
し
た
風
景
が
、
読
売
新
聞
社

主
催
の
日
本
百
景
に
選
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
半
過
岩
鼻

山
頂
に
千
曲
公
園
が
造
ら
れ
ま

し
た
。
高
さ
約
１
０
０
ｍ
の
断

崖
上
に
あ
る
こ
の
公
園
か
ら

イ
ワ
ナ
ズ
ナ
が
、
本
州
で
は
こ

こ
だ
け
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

半
過
の
石
井
國
雄
自
治
会
長

に
伺
う
と「
こ
の
雄
大
な
景
観

は
、
造
っ
た
も
の
と
は
違
う
自

然
の
美
し
さ
が
あ
る
」と
言
い

ま
す
。
上
田
坂
城
バ
イ
パ
ス
が

開
通
し
、
昨
年
４
月
に
は
、
上

田
道
と
川
の
駅
が
半
過
岩
鼻
の

直
下
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
道
と
川
の
駅
を
訪
れ
た
人
に
、

千
曲
公
園
ま
で
登
っ
て
、
素
晴

ら
し
い
景
色
を
見
て
も
ら
お
う

と
、
自
治
会
で
遊
歩
道
を
整
備

し
ま
し
た
」と
石
井
さ
ん
。
遊

歩
道
は
、
元
か
ら
あ
る
細
い
道

を
拡
幅
し
、
砕
石
を
敷
い
た
も

の
で
、
約
２
㎞
を
自
治
会
の
人

の
協
力
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

眺
望
の
妨
げ
に
な
る
山
頂
付
近

の
木
も
自
治
会
が
中
心
に
な
っ

て
伐
採
し
、
素
晴
ら
し
い
眺
め

を
守
っ
て
い
る
そ
う
で
、「
多
く

の
人
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

半過岩鼻山頂の千曲公園からの眺望。
上田市内から坂城方面まで一望できる。

大正10年に日本百景に選ば
れた風景。トンネル内から
千曲川を撮影した写真。

岩鼻日本百景

＜広告欄＞

は
、
市
内
を
流
れ
る
雄
大
な
千

曲
川
の
ほ
か
市
内
が
眺
望
で
き

ま
す
。
こ
の
岩
鼻
は
、
昔
海
の

底
だ
っ
た
も
の
が
隆
起
し
、
そ

れ
が
千
曲
川
に
侵
食
さ
れ
て
で

き
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
岩
鼻
一
帯
約
13　

は
、

景
観
の
素
晴
ら
し
さ
と
併
せ

て
、
特
有
の
珍
し
い
動
植
物
の

生
態
や
分
布
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ヤ
ブ
サ
科

の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
生
息
地

と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
、
サ
ハ

リ
ン
や
北
海
道
に
自
生
す
る
モ

ha

��



情報あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

心
の
教
室
相
談
員
を
募
集

　

小
中
学
校
で
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

相
談
な
ど
に
応
じ
る
心
の
教
室
相
談
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
内
容　

児
童
生
徒
や
保
護
者
に
対

す
る
相
談
・
援
助
な
ど
学
校
教
育
活
動

の
支
援
。　

●
応
募
資
格　

４
月
１
日
現
在
で
59
歳
以

下
の
教
員
免
許
状
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
相
談
業
務

や
青
少
年
団
体
で
の
指
導
経
験
を
有
す

る
方
で
、
本
業
務
を
理
解
し
積
極
的
に

取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方
。

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
24
年
３

月
31
日

●
勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

●
勤
務
条
件　

休
業
日
を
除
く
月
〜
金
曜

日（
年
間
１
８
０
日
程
度
）で
１
日
３
〜

６
時
間
勤
務
、
労
災
保
険
に
加
入
、
賃

金
は
上
田
市
非
常
勤
職
員
設
置
要
綱
に

よ
り
支
給
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
方
法　

１
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
学

校
教
育
課
へ
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
郵
送
可
）。

●
選
考　

書
類
選
考
後
、
面
接
に
よ
り
決

定
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

上
下
水
道
審
議
会
の

委
員
募
集

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

１
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

上
田
市
の
上
下
水
道

事
業
の
管
理
運
営
に
関
し
て
、
調
査
審

議
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
上
下
水

道
局
経
営
管
理
課
、
各
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
上
下
水
道
課
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）に「
こ
れ
か
ら

の
上
下
水
道
に
望
む
こ
と
」と
題
し
た

レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自

由
）を
添
え
て
、
上
下
水
道
局
経
営
管

理
課
に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

１
月
14
日
㈮

　

上
下
水
道
局
経
営
管
理
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
８
５
２
）

募
集

＜広告欄＞

●募集期間　１月11日㈫～２月10日㈭
●募集内容　個性あるふるさとづくり（自治会およ

び自治会の連合体）、特色あるまちづ
くり（市民活動団体）

●対象事業　平成23年度に実施する予定の新規事
業、および前年度からの継続事業

●選考審査　各地域協議会事務局から別途通知しま
す。

●事業開始　４月１日㈮以降（交付決定後の開始）
※なお、この事業は平成23年度予算審議の後、認め
られた予算額の範囲内で実施することになりま
す。応募にあたっては、事業計画の実現性や具体
性を持った目的、予算を検討し、関係する団体な
どとの事前協議や同意を確認し、申請してくださ
い。
●問い合わせ・申し込み先

わがまち魅力アップ応援事業
平成23年度事業を募集

募集

主たる
事業実施地域

申し込み先・電話番号
（地域協議会事務局）

全市域 まちづくり協働課 22･4100
内線1352

東部､南部､中央､
北部､神川 中央公民館 22･0760

西部､塩尻 西部公民館 27･7544
城下､川辺･泉田 城南公民館 27･7618
神科､豊殿 豊殿地域自治センター 35･2939
東塩田､中塩田、
西塩田､別所温泉 塩田地域自治センター 38･3000

川西 川西地域自治センター 31･2002
丸子 地域振興課 42･1011
真田 地域振興課 72･2202
武石 地域振興課 85･2824

��



わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

樹
齢
３
０
０
年
の
彼
岸
桜
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
大お
お

布ふ

施せ

巣す

栗ぐ
り

自
治
会
は
、
標
高
約
９
０
０
ｍ
に
あ
る
19
戸
の
自
治
会
で
す
。

　

同
自
治
会
と
築つ
い

地じ

原は
ら

自
治
会
と
の
境
に
あ
る
大
布
施
橋
は
、
秋
に

な
る
と
モ
ミ
ジ
が
き
れ
い
で
、
地
元
で
は「
も
み
じ
橋
」と
い
っ
て
い

ま
す
。
ど
こ
か
ら
写
真
を
撮
り
に
来
る
の
か
、
時
期
に
な
る
と
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
で
賑
わ
う
そ
う
で
す
が
、「
春
が
ま
た
き
れ
い
。

ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
が
特
に
い
い
」と
、
自
身
で
撮
っ
た
写
真
を
見
せ

て
く
れ
た
滝
沢
元
明
さ
ん（
上
の
写
真
中
央
）。

　

滝
沢
さ
ん
は
、
も
み
じ
橋
周
辺
の
整
備
を
進
め
る
管
理
委
員
会
の

委
員
長
。
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
を
機
に
、
自
治
会
内
に

管
理
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
７
人
の
委
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
景
観
が
い
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
み
ん
な
が
安
ら
げ
る

と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
、
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事

業
に
応
募
し
た
」

と
い
い
ま
す
。

　

１
年
目
は
、

藪や
ぶ

に
な
っ
て
い

た
雑
木
を
切
り

払
い
、
モ
ミ
ジ
を
植
え

た
り
、
柵
を
作
っ
た
り

し
た
そ
う
で
す
。
そ
し

て
、
今
年
度
は
四あ

ず

阿ま
や

を

作
り
ま
し
た
。し
か
し
、

補
助
金
だ
け
で
は
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
る
こ
と
も
多
い
と
い

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
忙
し
い

合
間
を
ぬ
っ
て
作
っ
た

ベ
ン
チ
が
、
す
ぐ
に
壊
さ
れ
る
と
い
う
悲
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、「
川
の
水
が
き
れ
い
で
、
魚
も
た
く

さ
ん
い
る
、橋
の
上
か
ら
イ
ワ
ナ
の
産
卵
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

上
田
市
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
都
会
の
方
た
ち
と
の
交
流
の
場
に
な
れ

ば
」と
滝
沢
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
上
の
写
真
の
左
は
、
委
員
の
橋
詰

良
一
さ
ん
。
右
は
橋
詰
敬
一
さ
ん
で
す
。

み
ん
な
で
安
ら
げ
る
と
こ
ろ
に
と
、

も
み
じ
橋
周
辺
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

大布施巣栗自治会

滝た
き

沢ざ
わ

元も
と

明あ
き

さ
ん　

橋は
し

詰づ
め

良り
ょ
う

一い
ち

さ
ん　

橋は
し

詰づ
め

敬け
い

一い
ち

さ
ん

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

＜広告欄＞

大布施巣栗自治会（下城行雄自
治会長）の「もみじ橋の周辺整備
事業」は昨年度、わがまち魅力
アップ応援事業の採択を受けま
した。自治会の予算でも、河

かっぱ

童
伝説の残る上流の池を整備する
など周辺の整備が進み、自治会
各戸から集まる、「紅葉見物会」
を開いているそうです。また、
近くに練馬区の武石少年自然の
家があり、毎年５～７月には練
馬の小学生のオリエンテーリン
グの通り道にもなっているそう
です。平成23年度は、主に草
刈りを行い、周囲にカタクリな
どの山野草を植えていきたいと
しています。

��



四
ツ
葉
ス
ケ
ッ
チ

幻想的な灯りのおもてなし

　24チーム、約120人が参加して、11月
28日上田城跡公園体育館で、第９回上
田市ふわっとテニス大会が開催されまし
た。
　ふわっとテニスは、上小体育指導委員
会で考案されたスポーツで、子どもから
高齢者まで楽しめます。テニスボール
より大きい、直径15㎝ほどの「ふわっと
ボール」と呼ぶビニール製の専用ボール
を使用し、バドミントンコートに高さ１
ｍのネットを張って行います。
　大会は、午前がリーグ戦で、午後はリー
グ戦１位同士のトーナメント戦、２位同
士のトーナメント戦という形式で行われ
ました。市の体育指導委員会の関和弘会
長は、「10年前から普及を図っていて、
上小では協会もできました。楽しみなが
ら、運動して欲しい」と話します。
　参加者は、比較的ラリーの続きやすい
適度な運動量のふわっとテニスに、１日
心地良い汗を流しました。三井武

たけ

司
し

さん
（古里）は、「初参加ですが、ポイントも
取れて、楽しくプレーできました。ふわっ
とテニスが広まっていけばいいですね」
と話していました。

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
大
会

鹿教湯温泉氷灯ろう夢祈願

　

今
回
で
13
回
目
を
迎
え
る
、
鹿
教
湯

温
泉
の
人
気
イ
ベ
ン
ト「
氷
灯
ろ
う
夢
祈

願
」。
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
、
12
月
１
日
、
五
台
橋
か
ら
文
殊
堂
へ

続
く
通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
式
典
後
に
西
内
小
学
校
の
金

管
バ
ン
ド
が
演
奏
を
披
露
。
そ
の
後
、
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

姿
の
真
田
幸
村
公
が
点
火
し
た
大
松た
い

明ま
つ

か
ら
、
参
加
者
が
採
火
し
て
、
並
べ
ら
れ

た
氷
灯
ろ
う
に
点
火
し
ま
し
た
。
ま
た
、

県
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ア
ル
ク
マ
も
登
場
し
、

会
場
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
鹿
教
湯
温
泉
観
光

協
会
が
、
温
泉
を
訪
れ
た
方
へ
の
お
も
て

な
し
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、丸
子
地
域
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
、

多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
１
月

31
日
ま
で
の
間
、
毎
日
午
後
４
時
30
分
に

点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

灯あ
か

り
が
映
え
る
夕
暮
れ
を
迎
え
る
と
、

氷
灯
ろ
う
独
特
の
や
わ
ら
か
な
灯
り
が
、

橋
か
ら
境
内
の
階
段
へ
と
続
く
道
を
照
ら

し
、
来
客
は
そ
の
見
事
な
風
景
に
目
を
奪

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ゲーム『戦国BASARA３』真田幸村
ⒸCAPCOM CO.,LTD. 2010 ALL RIGHTS RESERVED.

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、４
地
域
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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四
ツ
葉
ス
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チ

　11月21日、築地原地区の収穫体験農園で
野沢菜収穫即売会が開催されました。
　この収穫即売会は、遊休農地解消対策の一
環として市と農業委員会武石地区審議会、武
石地域の農業団体が共同で実施しているもの
で、約12aの農地で野沢菜を栽培し、収穫の
時期に低価格で販売しています。
　収穫即売会では、約４㎏分の野沢菜を束ね
られる長さのひもを１本200円で販売。参加
者は、必要な野沢菜の量に応じてひもを購入
し、自分で野沢菜を採り、束ねます。標高約
800ｍの農地で栽培された野沢菜は、やわら
かくて味も良いとの評判から年々参加者が増
え、今年は開始時刻前に家族連れなど約100
組が畑を囲みました。
　午前９時、開始の合図で参加者が畑に入る
と、わずか１時間ほどでほとんどの野沢菜が
収穫されました。
　会場では、武石生活改善グループの皆さん
による豚汁の無料提供があり、収穫作業を終
えた参加者は、温かい豚汁を味わって帰りま
した。

野
沢
菜
収
穫
即
売
会

遊
休
農
地
を
利
用
し
た
人
気
の
催
し

　

地
域
住
民
待
望

の
真
田
図
書
館
が

真
田
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
北
側
に
完

成
し
、
11
月
19
日

に
開
館
し
ま
し

た
。
真
田
紐ひ
も

や
真

田
幸
村
公
の
赤
備

え
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
赤
を
基
調
と
す

る
正
面
玄
関
前
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
関
係
者
約
80

名
が
出
席
し
て
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
は
図
書
館
内
を
見
学
し
、
自
動
貸
し
出
し

機
を
試
し
た
り
、
図
書
カ
ー
ド
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
治
セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂
で
し
ゅ
ん
工
式
典
が
行
わ

れ
、
真
田
中
学
校
図
書
委
員
長
の
田
中
智ち

翔か

良ら

さ
ん（
３
年
）が

「
図
書
館
は
地
域
の
大
切
な
財
産
で
大
切
な
交
流
の
場
。
図
書

館
活
動
に
参
加
、
協
力
し
て
い
き
た
い
」と
作
文
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

同
図
書
館
は
、
蔵
書
が

現
在
３
万
２
０
０
０
冊
、

鉄
骨
造
２
階
建
で
延
床
面

積
が
１
３
６
６
㎡
。
郷
土

資
料
コ
ー
ナ
ー
や
児
童
図

書
コ
ー
ナ
ー
、
渡
り
廊
下

で
つ
な
が
っ
た
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
庁
舎
２
階
に
は

学
習
室
や
多
目
的
ル
ー
ム

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
運
営
に
は
、
80
名

の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

「
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の

会
」と
し
て
参
加
し
ま
す
。

真田図書館が開館

地域の学習・交流・文化の拠点

��



中学生
が

想い描
く

上田

　12月4日、市内中学校の代表24名が参加し、これからの上田市にわたしたちの夢を広げるを
テーマに、「上田ときめきサミットジュニア会議」が開催されました。
　参加者は、午前中、バスで市内を巡り、会場となる真田図書館へ到着。
　信大繊維学部大学院生の司会で、初対面の抵抗感をなくすためのアイスブレイク
で和んだ後、母袋市長らとお弁当を食べました。
　午後は、各校による学校自慢の後は、いよいよ懇談会がスタート。上田市の気に
入っている点や、こうなってほしいと思う点について、多くの意見が出ました。

��



上田
の

お気
に入
りポ
イン
ト！

夢☆
未来
予想
図

広
報
編
集
者
の
希
望
に
答
え
、

思
い
思
い
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。��



市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
市政提言メール：mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL：http：//www.city.ueda.nagano.jp/

人口：159,238人　男：77,916人  女：81,322人　世帯数：62,285戸　
外国人登録者数：4,062人　男：1,903人　女：2,159人

人の動き（平成22年12月１日現在）

長
野
県
縦
断
駅
伝
競
争
準
優
勝
!!

提
供
／
上
田
東
御
小
県
チ
ー
ム

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。

広
報
う
え
だ 

１
１
５
平
成
23
年
１
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16
日
発
行
）
編
集　

上
田
市
秘
書
課　

〒
３
８
６-

８
６
０
１
長
野
県
上
田
市
大
手
１-

11-

16  

TEL
０
２
６
８
・
22
・
４
１
０
０  

FAX
０
２
６
８
・
23
・
５
２
４
１

No.

　

平
成
22
年
で
59
回
を
数
え
る
長
野
県
縦
断
駅
伝
競
走
が
、
11
月
20
日
・

21
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、
県
下

15
チ
ー
ム
の
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の
男
女
の
選
手
が
地
域
を
代
表
し

て
参
加
。
長
野
市
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー
ル
の
飯
田
市
ま
で
の
21
区
間
、

２
１
６
・
７
㎞
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
歴
史
あ
る
駅

伝
大
会
で
す
。

　

チ
ー
ム
は
平
成
21
年
、
悲
願
の
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
ビ
ル
・
レ
ッ
テ
ィ

監
督
の
も
と
連
覇
を
目
指
し
、
猛
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
丸
子
区
間
以
降
ト
ッ
プ
に
た
っ
て
か
ら
は
５
分
の
貯
金
を
残

し
１
位
で
岡
谷
の
ゴ
ー
ル
へ
。
２
日
目
は
松
本
城
を
ス
タ
ー
ト
。
長
野
市

の
猛
追
を
受
け
、
わ
ず
か
11
秒
差
で
連
覇
を
逃
し
た
も
の
の
最
後
ま
で
必

死
に
走
り
ぬ
き
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
成
績
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、
県
外
在
住
の
地
元
出
身
選
手
を
使
わ
ず
地
元
メ
ン
バ
ー
で
戦

う
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

　

60
回
記
念
大
会
に
は
再
び
優
勝
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

練
習
を
し
て
い
き
ま
す
。
練
習
中
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
き
会
っ
た
際
は
、

「
ガ
ン
バ
レ
！
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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